
ＮＰＯ設立 10周年記念の会を開催しました 

 

 

 

１．設立の背景・趣旨 

 2003年 NPO法改正により「経済活動の活性化を図る活動」を実施する法人を立ち上げる

ことができるようになったのが発端です。 

「ものづくり産業」は、国内雇用や貿易立国日本を支えてきた我が国の基幹産業であり、

かつて「ジャパン・アズ・ナンバー１」と言われ、世界を制する程の抜群の競争力を持っ

ていました。しかしその後ものづくり産業の沈下が激しく、大きな危惧を感じています。

そこで、これまで主に製造業で活躍してきた大手企業の OBが現役時代の経営ノウハウ、専

門技術などを活用して日本の製造業を支える中小企業の競争力の復活のため何とかしたい

との強い思いのもと、活動を行っています。 

２．10年の歩み 

NPOテクノサポートは中小企業支援のために千葉県庁商工労働部の支援を受けて 2004年

1月設立しました。現在大手企業退職者 60名が関東甲信越地域を中心に四国、九州まで広

げて活動をしています。 

これまでに 1400件の活動実績と述べ 400社への支援活動を実施しました。支援内容は、

各企業からの要請に基づく販路・技術開発・商品開発等への支援だけでなく、経営改善の

取り組みへの提案を行い、経営改善を支援する活動までに拡大いたしました。特にものづ

くり企業に対して工場の無料診断による改善点の発掘、その改善のための取組、さらには

環境経営による経営システムの構築を行い、経営力強化のための取り組みを行っています。  

そのために関東経済産業省から経営革新支援事業での認定機関を取得およびエコステージ

認証機関にもなりました。 

人材育成のために高齢・障害・求職者雇用支援機構のポリテクセンター千葉において生産

管理実践講座として１２～１５講座を常設して活動をしています。 

 NPO テクノサポートは 2004 年 1 月設立し、今年で 10 周年を迎えました。これまでご

指導とご理解および協力をいただきました行政機関・関係団体・企業の方々38団体 60

名をお招きして、お礼と感謝のための設立 10周年の会を開催しました。 

 日時：平成 26年 7月 16日１７：００～１９：３０ 

 場所：ホテルプラザ菜の花 （千葉市中央区） 

 ご出席の主な産業支援機関関係者：千葉県商工労働部(部長、産業振興課長)、市原市

経済部（部長、商工業振興課長）、中小企業基盤整備機構（統括 PJマネージャー）、千

葉県産業振興センター（理事長）、千葉市産業振興財団、市原・茂原・木更津商工会議

所、千葉大学、木更津高専、千葉銀行、ちばぎん総合研究所各関係者 



 


